
1令和５年７月５日（水曜日） 号　　　　　外石　川　県　公　報

令和 ５ 年 ７ 月 ５ 日（水曜日）

号　　　　　　　　　　外

（第　 ４７ 　号）

　　　　条　　　例
○石川県税条例の一部を改正する条例 （税　務　課）　１
〇半島振興対策実施地域における県税の課税の特例に関
　する条例等の一部を改正する条例　 （　　同　　）　４
〇こども家庭庁設置法の施行に伴う関係法律の整備に関
　する法律等の施行に伴う関係条例の整理に関する条例
 （少子化対策監室）　６

〇職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条
　例 （警 察 本 部）　７
〇石川県警察関係手数料条例の一部を改正する条例
 （　　同　　）　８

条　　　　　　　　例

　
石 川 県 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　 　
令 和 五 年 七 月 五 日

石 川 県 知 事

　 　
馳

　 　 　 　 　 　 　 　
浩

　

石 川 県 条 例 第 二 十 一 号
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石 川 県 税 条 例 （ 昭 和 二 十 九 年 石 川 県 条 例 第 二 十 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 四 十 条 第 二 項 中 「 に よ つ て 」 を 「 に よ り 」 に 改 め る 。

第 四 十 七 条 中 「 第 四 十 二 条 第 三 項 」 を 「 第 七 百 三 十 九 条 の 四 第 二 項 」 に 、 「 に よ つ て 」 を 「 に よ

り 」 に 改 め る 。

第 五 十 四 条 の 六 中 「 前 条 」 を 「 前 条 第 二 項 」 に 、 「 に よ つ て 」 を 「 に よ り 」 に 改 め る 。

第 五 十 四 条 の 七 第 一 項 中 「 第 七 十 一 条 の 十 四 第 六 項 」 を 「 第 七 十 一 条 の 十 四 第 七 項 」 に 、 「 に お

い て は 」 を 「 に は 」 に 改 め 、 同 条 第 二 項 中 「 納 入 書 に よ つ て 」 を 削 る 。

第 五 十 四 条 の 十 三 中 「 前 条 」 を 「 前 条 第 二 項 」 に 、 「 に よ つ て 」 を 「 に よ り 」 に 改 め る 。

第 五 十 四 条 の 十 四 第 一 項 中 「 第 七 十 一 条 の 三 十 五 第 七 項 」 を 「 第 七 十 一 条 の 三 十 五 第 八 項 」 に 、

「 に お い て は 」 を 「 に は 」 に 改 め 、 同 条 第 二 項 中 「 納 入 書 に よ つ て 」 を 削 る 。

第 五 十 四 条 の 十 九 第 一 項 中 「 前 条 」 を 「 前 条 第 二 項 」 に 、 「 に よ つ て 」 を 「 に よ り 」 に 改 め る 。

第 五 十 四 条 の 二 十 第 一 項 中 「 第 七 十 一 条 の 五 十 五 第 七 項 」 を 「 第 七 十 一 条 の 五 十 五 第 八 項 」 に 、

「 に お い て は 」 を 「 に は 」 に 改 め 、 同 条 第 二 項 中 「 納 入 書 に よ つ て 」 を 削 る 。

第 六 十 一 条 第 一 項 中 「 第 七 十 二 条 の 四 十 六 第 六 項 」 を 「 第 七 十 二 条 の 四 十 六 第 七 項 」 に 、 「 に お

い て は 」 を 「 に は 」 に 改 め る 。

第 六 十 二 条 中 「 道 府 県 」 を 「 都 道 府 県 」 に 改 め る 。

第 六 十 五 条 中 「 に よ つ て 」 を 「 に よ り 」 に 、 「 に お い て は 」 を 「 に は 」 に 改 め る 。

第 八 十 六 条 の 三 第 一 項 中 「 に よ つ て 」 を 「 に よ り 」 に 改 め 、 同 条 第 二 項 中 「 規 定 に よ つ て 」 を 「 規

定 に よ り 」 に 改 め 、 「 納 付 書 に よ つ て 」 を 削 る 。

第 八 十 六 条 の 七 第 一 項 中 「 第 七 十 四 条 の 二 十 三 第 六 項 」 を 「 第 七 十 四 条 の 二 十 三 第 七 項 」 に 、 「 に

お い て は 」 を 「 に は 」 に 改 め 、 同 条 第 二 項 中 「 納 付 書 に よ つ て 」 を 削 る 。

第 九 十 二 条 中 「 納 入 書 に よ つ て 」 を 削 り 、 同 条 た だ し 書 中 「 に お い て は 」 を 「 に は 」 に 改 め る 。

第 九 十 七 条 第 一 項 中 「 第 九 十 条 第 六 項 」 を 「 第 九 十 条 第 七 項 」 に 、 「 に お い て は 」 を 「 に は 」 に

改 め 、 同 条 第 二 項 中 「 納 入 書 に よ つ て 」 を 削 る 。

議 案 第 三 号

石 川 県 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 に つ い て

石 川 県 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 制 定 す る 。

令 和 五 年 六 月 十 三 日 提 出

石 川 県 知 事 馳 浩

石 川 県 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例
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石 川 県 税 条 例 （ 昭 和 二 十 九 年 石 川 県 条 例 第 二 十 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 四 十 条 第 二 項 中 「 に よ つ て 」 を 「 に よ り 」 に 改 め る 。

第 四 十 七 条 中 「 第 四 十 二 条 第 三 項 」 を 「 第 七 百 三 十 九 条 の 四 第 二 項 」 に 、 「 に よ つ て 」 を 「 に よ

り 」 に 改 め る 。

第 五 十 四 条 の 六 中 「 前 条 」 を 「 前 条 第 二 項 」 に 、 「 に よ つ て 」 を 「 に よ り 」 に 改 め る 。

第 五 十 四 条 の 七 第 一 項 中 「 第 七 十 一 条 の 十 四 第 六 項 」 を 「 第 七 十 一 条 の 十 四 第 七 項 」 に 、 「 に お

い て は 」 を 「 に は 」 に 改 め 、 同 条 第 二 項 中 「 納 入 書 に よ つ て 」 を 削 る 。

第 五 十 四 条 の 十 三 中 「 前 条 」 を 「 前 条 第 二 項 」 に 、 「 に よ つ て 」 を 「 に よ り 」 に 改 め る 。

第 五 十 四 条 の 十 四 第 一 項 中 「 第 七 十 一 条 の 三 十 五 第 七 項 」 を 「 第 七 十 一 条 の 三 十 五 第 八 項 」 に 、

「 に お い て は 」 を 「 に は 」 に 改 め 、 同 条 第 二 項 中 「 納 入 書 に よ つ て 」 を 削 る 。

第 五 十 四 条 の 十 九 第 一 項 中 「 前 条 」 を 「 前 条 第 二 項 」 に 、 「 に よ つ て 」 を 「 に よ り 」 に 改 め る 。

第 五 十 四 条 の 二 十 第 一 項 中 「 第 七 十 一 条 の 五 十 五 第 七 項 」 を 「 第 七 十 一 条 の 五 十 五 第 八 項 」 に 、

「 に お い て は 」 を 「 に は 」 に 改 め 、 同 条 第 二 項 中 「 納 入 書 に よ つ て 」 を 削 る 。

第 六 十 一 条 第 一 項 中 「 第 七 十 二 条 の 四 十 六 第 六 項 」 を 「 第 七 十 二 条 の 四 十 六 第 七 項 」 に 、 「 に お

い て は 」 を 「 に は 」 に 改 め る 。

第 六 十 二 条 中 「 道 府 県 」 を 「 都 道 府 県 」 に 改 め る 。

第 六 十 五 条 中 「 に よ つ て 」 を 「 に よ り 」 に 、 「 に お い て は 」 を 「 に は 」 に 改 め る 。

第 八 十 六 条 の 三 第 一 項 中 「 に よ つ て 」 を 「 に よ り 」 に 改 め 、 同 条 第 二 項 中 「 規 定 に よ つ て 」 を 「 規

定 に よ り 」 に 改 め 、 「 納 付 書 に よ つ て 」 を 削 る 。

第 八 十 六 条 の 七 第 一 項 中 「 第 七 十 四 条 の 二 十 三 第 六 項 」 を 「 第 七 十 四 条 の 二 十 三 第 七 項 」 に 、 「 に

お い て は 」 を 「 に は 」 に 改 め 、 同 条 第 二 項 中 「 納 付 書 に よ つ て 」 を 削 る 。

第 九 十 二 条 中 「 納 入 書 に よ つ て 」 を 削 り 、 同 条 た だ し 書 中 「 に お い て は 」 を 「 に は 」 に 改 め る 。

第 九 十 七 条 第 一 項 中 「 第 九 十 条 第 六 項 」 を 「 第 九 十 条 第 七 項 」 に 、 「 に お い て は 」 を 「 に は 」 に

改 め 、 同 条 第 二 項 中 「 納 入 書 に よ つ て 」 を 削 る 。

議 案 第 三 号

石 川 県 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 に つ い て

石 川 県 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 制 定 す る 。

令 和 五 年 六 月 十 三 日 提 出

石 川 県 知 事 馳 浩

石 川 県 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例
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第 百 二 十 五 条 に 次 の 一 項 を 加 え る 。

４ 日 本 国 の 自 衛 隊 と オ ー ス ト ラ リ ア 国 防 軍 と の 間 に お け る 相 互 の ア ク セ ス 及 び 協 力 の 円 滑 化 に 関

す る 日 本 国 と オ ー ス ト ラ リ ア と の 間 の 協 定 に 基 づ き オ ー ス ト ラ リ ア 軍 隊 （ 同 協 定 第 一 条 � に 規 定

す る 訪 問 部 隊 と し て 日 本 国 内 に 所 在 す る オ ー ス ト ラ リ ア の 軍 隊 を い う 。 第 百 二 十 八 条 の 二 及 び 第

百 三 十 一 条 の 十 九 第 九 項 に お い て 同 じ 。 ） が 公 用 に 供 す る 軽 油 の 輸 入 を す る 場 合 に お け る 当 該 軽

油 の 輸 入 に 対 し て は 、 第 一 項 （ 第 六 号 に 係 る 部 分 に 限 る 。 ） の 規 定 に か か わ ら ず 、 軽 油 引 取 税 を

課 さ な い 。

第 百 二 十 八 条 の 次 に 次 の 一 条 を 加 え る 。

第 百 二 十 八 条 の 二 オ ー ス ト ラ リ ア 軍 隊 が 、 第 百 二 十 五 条 第 四 項 の 規 定 に よ り 軽 油 引 取 税 を 課 さ な

い こ と と さ れ る 輸 入 に 係 る 軽 油 又 は 自 ら 輸 入 を し た 公 用 に 供 す る 燃 料 炭 化 水 素 油 を 自 動 車 の 内 燃

機 関 の 燃 料 と し て 消 費 し た 場 合 （ 当 該 自 動 車 を 道 路 に お い て 運 行 の 用 に 供 す る た め 消 費 し た 場 合

に 限 る 。 ） に お け る 当 該 軽 油 又 は 燃 料 炭 化 水 素 油 の 消 費 に 対 し て は 、 第 百 二 十 四 条 第 五 項 の 規 定

に か か わ ら ず 、 軽 油 引 取 税 を 課 さ な い 。

第 百 三 十 一 条 の 四 第 一 項 中 「 納 入 書 に よ つ て 」 を 削 る 。

第 百 三 十 一 条 の 七 中 「 納 付 書 に よ つ て 」 を 削 る 。

第 百 三 十 一 条 の 十 九 第 一 項 中 「 に お い て は 」 を 「 に は 」 に 改 め 、 同 条 に 次 の 一 項 を 加 え る 。

９ オ ー ス ト ラ リ ア 軍 隊 が 自 ら 輸 入 を し た 公 用 に 供 す る 燃 料 炭 化 水 素 油 を 自 動 車 の 内 燃 機 関 の 燃 料

と し て 消 費 す る と き は 、 第 一 項 （ 第 四 号 に 係 る 部 分 に 限 る 。 ） の 規 定 は 、 適 用 し な い 。

第 百 三 十 一 条 の 二 十 四 第 一 項 中 「 第 百 四 十 四 条 の 四 十 七 第 六 項 」 を 「 第 百 四 十 四 条 の 四 十 七 第 七

項 」 に 、 「 に お い て は 」 を 「 に は 」 に 改 め 、 同 条 第 二 項 中 「 納 付 書 に よ つ て 」 を 削 る 。

第 百 三 十 六 条 第 一 号 及 び 第 二 号 中 「 又 は 第 五 項 」 を 「 か ら 第 六 項 ま で 」 に 改 め る 。

第 百 四 十 一 条 第 二 項 を 削 り 、 同 条 第 三 項 中 「 前 二 項 」 を 「 前 項 」 に 、 「 第 一 項 」 を 「 同 項 」 に 改

め 、 同 項 を 同 条 第 二 項 と す る 。

第 百 四 十 四 条 の 二 第 一 項 中 「 第 百 七 十 一 条 第 六 項 」 を 「 第 百 七 十 一 条 第 七 項 」 に 、 「 に お い て は 」

を 「 に は 」 に 改 め 、 同 条 第 二 項 中 「 納 付 書 に よ つ て 」 を 削 る 。

第 百 四 十 四 条 の 九 の 二 中 「 情 報 通 信 技 術 を 活 用 し た 行 政 の 推 進 等 に 関 す る 法 律 」 の 下 に 「 （ 平 成

十 四 年 法 律 第 百 五 十 一 号 ） 」 を 、 「 石 川 県 行 政 手 続 等 に お け る 情 報 通 信 の 技 術 の 利 用 に 関 す る 条 例 」

の 下 に 「 （ 平 成 十 六 年 石 川 県 条 例 第 三 十 二 号 ） 」 を 加 え る 。

附 則 第 十 二 条 の 四 第 一 項 の 表 第 二 号 を 次 の よ う に 改 め る 。

二 自 衛 隊 又 は 第 百 二 十 五 条 第 四 項 に

規 定 す る オ ー ス ト ラ リ ア 軍 隊 （ 以 下

こ の 号 及 び 第 六 項 に お い て 「 オ ー ス

ト ラ リ ア 軍 隊 」 と い う 。 ） の 使 用 す

る 機 械 を 管 理 す る 者

自 衛 隊 又 は オ ー ス ト ラ リ ア 軍 隊 が 通 信 の 用 に 供 す る

機 械 、 自 動 車 （ 令 附 則 第 十 条 の 二 の 二 第 一 項 各 号 に

掲 げ る も の を 除 く 。 ） そ の 他 こ れ ら に 類 す る も の と

し て 同 条 第 二 項 に 規 定 す る も の の 電 源 又 は 動 力 源 の

用 途



2 令和５年７月５日（水曜日） 号　　　　　外石　川　県　公　報

議

案

第

三

号

石

川

県

税

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

に

つ

い

て

（１１）

石 川 県 税 条 例 （ 昭 和 二 十 九 年 石 川 県 条 例 第 二 十 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 四 十 条 第 二 項 中 「 に よ つ て 」 を 「 に よ り 」 に 改 め る 。

第 四 十 七 条 中 「 第 四 十 二 条 第 三 項 」 を 「 第 七 百 三 十 九 条 の 四 第 二 項 」 に 、 「 に よ つ て 」 を 「 に よ

り 」 に 改 め る 。

第 五 十 四 条 の 六 中 「 前 条 」 を 「 前 条 第 二 項 」 に 、 「 に よ つ て 」 を 「 に よ り 」 に 改 め る 。

第 五 十 四 条 の 七 第 一 項 中 「 第 七 十 一 条 の 十 四 第 六 項 」 を 「 第 七 十 一 条 の 十 四 第 七 項 」 に 、 「 に お

い て は 」 を 「 に は 」 に 改 め 、 同 条 第 二 項 中 「 納 入 書 に よ つ て 」 を 削 る 。

第 五 十 四 条 の 十 三 中 「 前 条 」 を 「 前 条 第 二 項 」 に 、 「 に よ つ て 」 を 「 に よ り 」 に 改 め る 。

第 五 十 四 条 の 十 四 第 一 項 中 「 第 七 十 一 条 の 三 十 五 第 七 項 」 を 「 第 七 十 一 条 の 三 十 五 第 八 項 」 に 、

「 に お い て は 」 を 「 に は 」 に 改 め 、 同 条 第 二 項 中 「 納 入 書 に よ つ て 」 を 削 る 。

第 五 十 四 条 の 十 九 第 一 項 中 「 前 条 」 を 「 前 条 第 二 項 」 に 、 「 に よ つ て 」 を 「 に よ り 」 に 改 め る 。

第 五 十 四 条 の 二 十 第 一 項 中 「 第 七 十 一 条 の 五 十 五 第 七 項 」 を 「 第 七 十 一 条 の 五 十 五 第 八 項 」 に 、

「 に お い て は 」 を 「 に は 」 に 改 め 、 同 条 第 二 項 中 「 納 入 書 に よ つ て 」 を 削 る 。

第 六 十 一 条 第 一 項 中 「 第 七 十 二 条 の 四 十 六 第 六 項 」 を 「 第 七 十 二 条 の 四 十 六 第 七 項 」 に 、 「 に お

い て は 」 を 「 に は 」 に 改 め る 。

第 六 十 二 条 中 「 道 府 県 」 を 「 都 道 府 県 」 に 改 め る 。

第 六 十 五 条 中 「 に よ つ て 」 を 「 に よ り 」 に 、 「 に お い て は 」 を 「 に は 」 に 改 め る 。

第 八 十 六 条 の 三 第 一 項 中 「 に よ つ て 」 を 「 に よ り 」 に 改 め 、 同 条 第 二 項 中 「 規 定 に よ つ て 」 を 「 規

定 に よ り 」 に 改 め 、 「 納 付 書 に よ つ て 」 を 削 る 。

第 八 十 六 条 の 七 第 一 項 中 「 第 七 十 四 条 の 二 十 三 第 六 項 」 を 「 第 七 十 四 条 の 二 十 三 第 七 項 」 に 、 「 に

お い て は 」 を 「 に は 」 に 改 め 、 同 条 第 二 項 中 「 納 付 書 に よ つ て 」 を 削 る 。

第 九 十 二 条 中 「 納 入 書 に よ つ て 」 を 削 り 、 同 条 た だ し 書 中 「 に お い て は 」 を 「 に は 」 に 改 め る 。

第 九 十 七 条 第 一 項 中 「 第 九 十 条 第 六 項 」 を 「 第 九 十 条 第 七 項 」 に 、 「 に お い て は 」 を 「 に は 」 に

改 め 、 同 条 第 二 項 中 「 納 入 書 に よ つ て 」 を 削 る 。

議 案 第 三 号

石 川 県 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 に つ い て

石 川 県 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 制 定 す る 。

令 和 五 年 六 月 十 三 日 提 出

石 川 県 知 事 馳 浩

石 川 県 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例
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第 百 二 十 五 条 に 次 の 一 項 を 加 え る 。

４ 日 本 国 の 自 衛 隊 と オ ー ス ト ラ リ ア 国 防 軍 と の 間 に お け る 相 互 の ア ク セ ス 及 び 協 力 の 円 滑 化 に 関

す る 日 本 国 と オ ー ス ト ラ リ ア と の 間 の 協 定 に 基 づ き オ ー ス ト ラ リ ア 軍 隊 （ 同 協 定 第 一 条 � に 規 定

す る 訪 問 部 隊 と し て 日 本 国 内 に 所 在 す る オ ー ス ト ラ リ ア の 軍 隊 を い う 。 第 百 二 十 八 条 の 二 及 び 第

百 三 十 一 条 の 十 九 第 九 項 に お い て 同 じ 。 ） が 公 用 に 供 す る 軽 油 の 輸 入 を す る 場 合 に お け る 当 該 軽

油 の 輸 入 に 対 し て は 、 第 一 項 （ 第 六 号 に 係 る 部 分 に 限 る 。 ） の 規 定 に か か わ ら ず 、 軽 油 引 取 税 を

課 さ な い 。

第 百 二 十 八 条 の 次 に 次 の 一 条 を 加 え る 。

第 百 二 十 八 条 の 二 オ ー ス ト ラ リ ア 軍 隊 が 、 第 百 二 十 五 条 第 四 項 の 規 定 に よ り 軽 油 引 取 税 を 課 さ な

い こ と と さ れ る 輸 入 に 係 る 軽 油 又 は 自 ら 輸 入 を し た 公 用 に 供 す る 燃 料 炭 化 水 素 油 を 自 動 車 の 内 燃

機 関 の 燃 料 と し て 消 費 し た 場 合 （ 当 該 自 動 車 を 道 路 に お い て 運 行 の 用 に 供 す る た め 消 費 し た 場 合

に 限 る 。 ） に お け る 当 該 軽 油 又 は 燃 料 炭 化 水 素 油 の 消 費 に 対 し て は 、 第 百 二 十 四 条 第 五 項 の 規 定

に か か わ ら ず 、 軽 油 引 取 税 を 課 さ な い 。

第 百 三 十 一 条 の 四 第 一 項 中 「 納 入 書 に よ つ て 」 を 削 る 。

第 百 三 十 一 条 の 七 中 「 納 付 書 に よ つ て 」 を 削 る 。

第 百 三 十 一 条 の 十 九 第 一 項 中 「 に お い て は 」 を 「 に は 」 に 改 め 、 同 条 に 次 の 一 項 を 加 え る 。

９ オ ー ス ト ラ リ ア 軍 隊 が 自 ら 輸 入 を し た 公 用 に 供 す る 燃 料 炭 化 水 素 油 を 自 動 車 の 内 燃 機 関 の 燃 料

と し て 消 費 す る と き は 、 第 一 項 （ 第 四 号 に 係 る 部 分 に 限 る 。 ） の 規 定 は 、 適 用 し な い 。

第 百 三 十 一 条 の 二 十 四 第 一 項 中 「 第 百 四 十 四 条 の 四 十 七 第 六 項 」 を 「 第 百 四 十 四 条 の 四 十 七 第 七

項 」 に 、 「 に お い て は 」 を 「 に は 」 に 改 め 、 同 条 第 二 項 中 「 納 付 書 に よ つ て 」 を 削 る 。

第 百 三 十 六 条 第 一 号 及 び 第 二 号 中 「 又 は 第 五 項 」 を 「 か ら 第 六 項 ま で 」 に 改 め る 。

第 百 四 十 一 条 第 二 項 を 削 り 、 同 条 第 三 項 中 「 前 二 項 」 を 「 前 項 」 に 、 「 第 一 項 」 を 「 同 項 」 に 改

め 、 同 項 を 同 条 第 二 項 と す る 。

第 百 四 十 四 条 の 二 第 一 項 中 「 第 百 七 十 一 条 第 六 項 」 を 「 第 百 七 十 一 条 第 七 項 」 に 、 「 に お い て は 」

を 「 に は 」 に 改 め 、 同 条 第 二 項 中 「 納 付 書 に よ つ て 」 を 削 る 。

第 百 四 十 四 条 の 九 の 二 中 「 情 報 通 信 技 術 を 活 用 し た 行 政 の 推 進 等 に 関 す る 法 律 」 の 下 に 「 （ 平 成

十 四 年 法 律 第 百 五 十 一 号 ） 」 を 、 「 石 川 県 行 政 手 続 等 に お け る 情 報 通 信 の 技 術 の 利 用 に 関 す る 条 例 」

の 下 に 「 （ 平 成 十 六 年 石 川 県 条 例 第 三 十 二 号 ） 」 を 加 え る 。

附 則 第 十 二 条 の 四 第 一 項 の 表 第 二 号 を 次 の よ う に 改 め る 。

二 自 衛 隊 又 は 第 百 二 十 五 条 第 四 項 に

規 定 す る オ ー ス ト ラ リ ア 軍 隊 （ 以 下

こ の 号 及 び 第 六 項 に お い て 「 オ ー ス

ト ラ リ ア 軍 隊 」 と い う 。 ） の 使 用 す

る 機 械 を 管 理 す る 者

自 衛 隊 又 は オ ー ス ト ラ リ ア 軍 隊 が 通 信 の 用 に 供 す る

機 械 、 自 動 車 （ 令 附 則 第 十 条 の 二 の 二 第 一 項 各 号 に

掲 げ る も の を 除 く 。 ） そ の 他 こ れ ら に 類 す る も の と

し て 同 条 第 二 項 に 規 定 す る も の の 電 源 又 は 動 力 源 の

用 途

3令和５年７月５日（水曜日） 号　　　　　外石　川　県　公　報
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（１２）

第 百 二 十 五 条 に 次 の 一 項 を 加 え る 。

４ 日 本 国 の 自 衛 隊 と オ ー ス ト ラ リ ア 国 防 軍 と の 間 に お け る 相 互 の ア ク セ ス 及 び 協 力 の 円 滑 化 に 関

す る 日 本 国 と オ ー ス ト ラ リ ア と の 間 の 協 定 に 基 づ き オ ー ス ト ラ リ ア 軍 隊 （ 同 協 定 第 一 条 � に 規 定

す る 訪 問 部 隊 と し て 日 本 国 内 に 所 在 す る オ ー ス ト ラ リ ア の 軍 隊 を い う 。 第 百 二 十 八 条 の 二 及 び 第

百 三 十 一 条 の 十 九 第 九 項 に お い て 同 じ 。 ） が 公 用 に 供 す る 軽 油 の 輸 入 を す る 場 合 に お け る 当 該 軽

油 の 輸 入 に 対 し て は 、 第 一 項 （ 第 六 号 に 係 る 部 分 に 限 る 。 ） の 規 定 に か か わ ら ず 、 軽 油 引 取 税 を

課 さ な い 。

第 百 二 十 八 条 の 次 に 次 の 一 条 を 加 え る 。

第 百 二 十 八 条 の 二 オ ー ス ト ラ リ ア 軍 隊 が 、 第 百 二 十 五 条 第 四 項 の 規 定 に よ り 軽 油 引 取 税 を 課 さ な

い こ と と さ れ る 輸 入 に 係 る 軽 油 又 は 自 ら 輸 入 を し た 公 用 に 供 す る 燃 料 炭 化 水 素 油 を 自 動 車 の 内 燃

機 関 の 燃 料 と し て 消 費 し た 場 合 （ 当 該 自 動 車 を 道 路 に お い て 運 行 の 用 に 供 す る た め 消 費 し た 場 合

に 限 る 。 ） に お け る 当 該 軽 油 又 は 燃 料 炭 化 水 素 油 の 消 費 に 対 し て は 、 第 百 二 十 四 条 第 五 項 の 規 定

に か か わ ら ず 、 軽 油 引 取 税 を 課 さ な い 。

第 百 三 十 一 条 の 四 第 一 項 中 「 納 入 書 に よ つ て 」 を 削 る 。

第 百 三 十 一 条 の 七 中 「 納 付 書 に よ つ て 」 を 削 る 。

第 百 三 十 一 条 の 十 九 第 一 項 中 「 に お い て は 」 を 「 に は 」 に 改 め 、 同 条 に 次 の 一 項 を 加 え る 。

９ オ ー ス ト ラ リ ア 軍 隊 が 自 ら 輸 入 を し た 公 用 に 供 す る 燃 料 炭 化 水 素 油 を 自 動 車 の 内 燃 機 関 の 燃 料

と し て 消 費 す る と き は 、 第 一 項 （ 第 四 号 に 係 る 部 分 に 限 る 。 ） の 規 定 は 、 適 用 し な い 。

第 百 三 十 一 条 の 二 十 四 第 一 項 中 「 第 百 四 十 四 条 の 四 十 七 第 六 項 」 を 「 第 百 四 十 四 条 の 四 十 七 第 七

項 」 に 、 「 に お い て は 」 を 「 に は 」 に 改 め 、 同 条 第 二 項 中 「 納 付 書 に よ つ て 」 を 削 る 。

第 百 三 十 六 条 第 一 号 及 び 第 二 号 中 「 又 は 第 五 項 」 を 「 か ら 第 六 項 ま で 」 に 改 め る 。

第 百 四 十 一 条 第 二 項 を 削 り 、 同 条 第 三 項 中 「 前 二 項 」 を 「 前 項 」 に 、 「 第 一 項 」 を 「 同 項 」 に 改

め 、 同 項 を 同 条 第 二 項 と す る 。

第 百 四 十 四 条 の 二 第 一 項 中 「 第 百 七 十 一 条 第 六 項 」 を 「 第 百 七 十 一 条 第 七 項 」 に 、 「 に お い て は 」

を 「 に は 」 に 改 め 、 同 条 第 二 項 中 「 納 付 書 に よ つ て 」 を 削 る 。

第 百 四 十 四 条 の 九 の 二 中 「 情 報 通 信 技 術 を 活 用 し た 行 政 の 推 進 等 に 関 す る 法 律 」 の 下 に 「 （ 平 成

十 四 年 法 律 第 百 五 十 一 号 ） 」 を 、 「 石 川 県 行 政 手 続 等 に お け る 情 報 通 信 の 技 術 の 利 用 に 関 す る 条 例 」

の 下 に 「 （ 平 成 十 六 年 石 川 県 条 例 第 三 十 二 号 ） 」 を 加 え る 。

附 則 第 十 二 条 の 四 第 一 項 の 表 第 二 号 を 次 の よ う に 改 め る 。

二 自 衛 隊 又 は 第 百 二 十 五 条 第 四 項 に

規 定 す る オ ー ス ト ラ リ ア 軍 隊 （ 以 下

こ の 号 及 び 第 六 項 に お い て 「 オ ー ス

ト ラ リ ア 軍 隊 」 と い う 。 ） の 使 用 す

る 機 械 を 管 理 す る 者

自 衛 隊 又 は オ ー ス ト ラ リ ア 軍 隊 が 通 信 の 用 に 供 す る

機 械 、 自 動 車 （ 令 附 則 第 十 条 の 二 の 二 第 一 項 各 号 に

掲 げ る も の を 除 く 。 ） そ の 他 こ れ ら に 類 す る も の と

し て 同 条 第 二 項 に 規 定 す る も の の 電 源 又 は 動 力 源 の

用 途
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附 則 第 十 二 条 の 四 第 六 項 中 「 前 二 項 」 を 「 前 三 項 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 七 項 と し 、 同 項 の 前 に

次 の 一 項 を 加 え る 。

６ 第 一 項 の 表 第 一 号 に 掲 げ る 軽 油 の 引 取 り を 行 つ た オ ー ス ト ラ リ ア 軍 隊 の 船 舶 の 使 用 者 が 、 令 和

六 年 三 月 三 十 一 日 ま で に 当 該 引 取 り に 係 る 軽 油 を 自 衛 隊 に 譲 渡 す る 場 合 に は 、 当 該 軽 油 の 譲 渡 に

つ い て は 、 第 三 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え ら れ た 第 百 二 十 五 条 第 一 項 （ 第 三 号 に 係 る 部 分 に 限

る 。 ） 及 び 同 条 第 三 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 軽 油 引 取 税 を 課 さ な い も の と す る 。

附 則 第 十 二 条 の 八 第 三 項 を 削 る 。

附 則 第 十 二 条 の 九 第 二 項 中 「 百 分 の 十 」 を 「 百 分 の 三 十 五 」 に 改 め る 。

附 則 第 十 三 条 第 一 項 第 二 号 中 「 軽 油 自 動 車 」 を 「 法 第 百 四 十 九 条 第 一 項 第 六 号 に 規 定 す る 軽 油 自

動 車 （ 第 三 項 第 六 号 及 び 第 四 項 第 三 号 に お い て 「 軽 油 自 動 車 」 と い う 。 ） 」 に 改 め る 。

附 則 第 十 四 条 の 二 第 二 項 中 「 百 分 の 十 」 を 「 百 分 の 三 十 五 」 に 改 め る 。

附 則

（ 施 行 期 日 ）

１ こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 規 定 は 、 当 該 各 号 に 定 め る 日

か ら 施 行 す る 。

一 第 四 十 七 条 、 第 五 十 四 条 の 七 第 一 項 、 第 五 十 四 条 の 十 四 第 一 項 、 第 五 十 四 条 の 二 十 第 一 項 、

第 六 十 一 条 第 一 項 、 第 八 十 六 条 の 七 第 一 項 、 第 九 十 七 条 第 一 項 、 第 百 三 十 一 条 の 二 十 四 第 一 項

及 び 第 百 四 十 四 条 の 二 第 一 項 の 改 正 規 定 並 び に 附 則 第 十 二 条 の 九 第 二 項 及 び 第 十 四 条 の 二 第 二

項 の 改 正 規 定 並 び に 附 則 第 四 項 及 び 第 五 項 の 規 定 令 和 六 年 一 月 一 日

二 第 百 三 十 六 条 第 一 号 及 び 第 二 号 の 改 正 規 定 並 び に 附 則 第 十 二 条 の 八 第 三 項 を 削 る 改 正 規 定 及

び 附 則 第 十 三 条 第 一 項 第 二 号 の 改 正 規 定 並 び に 附 則 第 六 項 の 規 定 令 和 七 年 四 月 一 日

三 第 百 二 十 五 条 に 一 項 を 加 え る 改 正 規 定 、 第 百 二 十 八 条 の 次 に 一 条 を 加 え る 改 正 規 定 及 び 第 百

三 十 一 条 の 十 九 に 一 項 を 加 え る 改 正 規 定 並 び に 附 則 第 十 二 条 の 四 第 一 項 の 改 正 規 定 、 同 条 第 六

項 の 改 正 規 定 及 び 同 項 を 同 条 第 七 項 と し 、 同 項 の 前 に 一 項 を 加 え る 改 正 規 定 並 び に 次 項 及 び 附

則 第 三 項 の 規 定 日 本 国 の 自 衛 隊 と オ ー ス ト ラ リ ア 国 防 軍 と の 間 に お け る 相 互 の ア ク セ ス 及 び

協 力 の 円 滑 化 に 関 す る 日 本 国 と オ ー ス ト ラ リ ア と の 間 の 協 定 の 効 力 発 生 の 日

（ 軽 油 引 取 税 に 関 す る 経 過 措 置 ）

２ 前 項 第 三 号 に 掲 げ る 規 定 に よ る 改 正 後 の 石 川 県 税 条 例 （ 次 項 に お い て 「 新 条 例 」 と い う 。 ） 第

百 二 十 五 条 第 四 項 及 び 第 百 二 十 八 条 の 二 の 規 定 は 、 同 号 に 掲 げ る 規 定 の 施 行 の 日 （ 次 項 に お い て

「 三 号 施 行 日 」 と い う 。 ） 以 後 の 軽 油 の 輸 入 及 び 軽 油 又 は 燃 料 炭 化 水 素 油 の 消 費 に 対 し て 課 す べ

き 軽 油 引 取 税 に つ い て 適 用 す る 。

３ 新 条 例 附 則 第 十 二 条 の 四 第 一 項 （ 同 項 の 表 第 二 号 に 係 る 部 分 に 限 る 。 ） 、 第 六 項 及 び 第 七 項 の 規

定 は 、 三 号 施 行 日 以 後 の 軽 油 の 引 取 り 及 び 譲 渡 に 対 し て 課 す べ き 軽 油 引 取 税 に つ い て 適 用 し 、 三

号 施 行 日 前 の 軽 油 の 引 取 り 及 び 譲 渡 に 対 し て 課 す る 軽 油 引 取 税 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。
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半 島 振 興 対 策 実 施 地 域 に お け る 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に

公 布 す る 。

　 　
令 和 五 年 七 月 五 日

石 川 県 知 事

　 　
馳

　 　 　 　 　 　 　 　
浩
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（１５）

（ 半 島 振 興 対 策 実 施 地 域 に お け る 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 半 島 振 興 対 策 実 施 地 域 に お け る 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 六 十 一 年 石 川 県 条 例

第 五 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 中 「 又 は 設 備 」 の 下 に 「 （ 同 法 第 十 二 条 第 四 項 の 表 の 第 一 号 の 上 欄 又 は 第 四 十 五 条 第 三

項 の 表 の 第 一 号 の 上 欄 に 掲 げ る 地 区 内 に お い て 営 む 当 該 事 業 の 用 に 供 す る 施 設 又 は 設 備 を 除

く 。 ） 」 を 加 え 、 「 令 和 五 年 三 月 三 十 一 日 」 を 「 令 和 七 年 三 月 三 十 一 日 」 に 改 め る 。

（ 原 子 力 発 電 施 設 等 立 地 地 域 に お け る 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 原 子 力 発 電 施 設 等 立 地 地 域 に お け る 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 五 年 石 川 県 条

例 第 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 中 「 令 和 五 年 三 月 三 十 一 日 」 を 「 令 和 七 年 三 月 三 十 一 日 」 に 改 め る 。

（ 地 域 経 済 牽 引 事 業 の 促 進 の た め の 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 三 条 地 域 経 済 牽 引 事 業 の 促 進 の た め の 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 （ 平 成 二 十 年 石 川 県 条 例

第 二 十 七 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 中 「 平 成 三 十 一 年 三 月 三 十 一 日 」 を 「 令 和 七 年 三 月 三 十 一 日 」 に 、 「 令 和 五 年 三 月 三 十

一 日 ま で 」 を 「 令 和 七 年 三 月 三 十 一 日 （ 法 第 四 条 第 二 項 第 十 号 に 掲 げ る 計 画 期 間 の 末 日 が 同 月 三

十 一 日 前 で あ る 場 合 は 、 当 該 計 画 期 間 の 末 日 ） ま で の 間 」 に 改 め る 。

（ 過 疎 地 域 の 持 続 的 発 展 の 支 援 の た め の 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 四 条 過 疎 地 域 の 持 続 的 発 展 の 支 援 の た め の 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 （ 令 和 三 年 石 川 県 条

例 第 二 十 七 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 一 条 中 「 第 六 条 の 三 第 十 四 項 」 を 「 第 六 条 の 三 第 十 九 項 」 に 改 め る 。

（ 石 川 県 核 燃 料 税 条 例 の 一 部 改 正 ）

議 案 第 四 号

半 島 振 興 対 策 実 施 地 域 に お け る 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 等 の 一 部

を 改 正 す る 条 例 に つ い て

半 島 振 興 対 策 実 施 地 域 に お け る 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ

う に 制 定 す る 。

令 和 五 年 六 月 十 三 日 提 出

石 川 県 知 事 馳 浩

半 島 振 興 対 策 実 施 地 域 に お け る 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条

例
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（１４）

（ 自 動 車 税 に 関 す る 経 過 措 置 ）

４ 附 則 第 一 項 第 一 号 に 掲 げ る 規 定 に よ る 改 正 後 の 石 川 県 税 条 例 （ 次 項 に お い て 「 六 年 新 条 例 」 と

い う 。 ） 附 則 第 十 二 条 の 九 第 二 項 の 規 定 は 、 同 号 に 掲 げ る 規 定 の 施 行 の 日 （ 以 下 こ の 項 及 び 次 項

に お い て 「 一 号 施 行 日 」 と い う 。 ） 以 後 に 取 得 さ れ た 自 動 車 に 対 し て 課 す べ き 自 動 車 税 の 環 境 性

能 割 に つ い て 適 用 し 、 一 号 施 行 日 前 に 取 得 さ れ た 自 動 車 に 対 し て 課 す る 自 動 車 税 の 環 境 性 能 割 に

つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

５ 六 年 新 条 例 附 則 第 十 四 条 の 二 第 二 項 の 規 定 は 、 令 和 五 年 度 分 の 一 号 施 行 日 以 後 に 納 税 義 務 が 発

生 し た 者 に 課 す る 自 動 車 税 の 種 別 割 及 び 令 和 六 年 度 以 後 の 年 度 分 の 自 動 車 税 の 種 別 割 に つ い て 適

用 し 、 令 和 五 年 度 分 ま で の 一 号 施 行 日 前 に 納 税 義 務 が 発 生 し た 者 に 課 す る 自 動 車 税 の 種 別 割 に つ

い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

６ 附 則 第 一 項 第 二 号 に 掲 げ る 規 定 に よ る 改 正 後 の 石 川 県 税 条 例 第 百 三 十 六 条 及 び 附 則 第 十 二 条 の

八 の 規 定 は 、 同 号 に 掲 げ る 規 定 の 施 行 の 日 以 後 に 取 得 さ れ た 自 動 車 に 対 し て 課 す べ き 自 動 車 税 の

環 境 性 能 割 に つ い て 適 用 し 、 同 日 前 に 取 得 さ れ た 自 動 車 に 対 し て 課 す る 自 動 車 税 の 環 境 性 能 割 に

つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

提 案 理 由

地 方 税 法 の 一 部 改 正 に 伴 い 、 燃 費 性 能 及 び 排 出 ガ ス 性 能 に 係 る 不 正 行 為 を 行 っ た 自 動 車 メ ー カ ー

に 自 動 車 税 の 納 税 義 務 を 負 わ せ る 特 例 措 置 の 見 直 し 等 を 行 う 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提

出 す る 理 由 で あ る 。
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（１３）

附 則 第 十 二 条 の 四 第 六 項 中 「 前 二 項 」 を 「 前 三 項 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 七 項 と し 、 同 項 の 前 に

次 の 一 項 を 加 え る 。

６ 第 一 項 の 表 第 一 号 に 掲 げ る 軽 油 の 引 取 り を 行 つ た オ ー ス ト ラ リ ア 軍 隊 の 船 舶 の 使 用 者 が 、 令 和

六 年 三 月 三 十 一 日 ま で に 当 該 引 取 り に 係 る 軽 油 を 自 衛 隊 に 譲 渡 す る 場 合 に は 、 当 該 軽 油 の 譲 渡 に

つ い て は 、 第 三 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え ら れ た 第 百 二 十 五 条 第 一 項 （ 第 三 号 に 係 る 部 分 に 限

る 。 ） 及 び 同 条 第 三 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 軽 油 引 取 税 を 課 さ な い も の と す る 。

附 則 第 十 二 条 の 八 第 三 項 を 削 る 。

附 則 第 十 二 条 の 九 第 二 項 中 「 百 分 の 十 」 を 「 百 分 の 三 十 五 」 に 改 め る 。

附 則 第 十 三 条 第 一 項 第 二 号 中 「 軽 油 自 動 車 」 を 「 法 第 百 四 十 九 条 第 一 項 第 六 号 に 規 定 す る 軽 油 自

動 車 （ 第 三 項 第 六 号 及 び 第 四 項 第 三 号 に お い て 「 軽 油 自 動 車 」 と い う 。 ） 」 に 改 め る 。

附 則 第 十 四 条 の 二 第 二 項 中 「 百 分 の 十 」 を 「 百 分 の 三 十 五 」 に 改 め る 。

附 則

（ 施 行 期 日 ）

１ こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 規 定 は 、 当 該 各 号 に 定 め る 日

か ら 施 行 す る 。

一 第 四 十 七 条 、 第 五 十 四 条 の 七 第 一 項 、 第 五 十 四 条 の 十 四 第 一 項 、 第 五 十 四 条 の 二 十 第 一 項 、

第 六 十 一 条 第 一 項 、 第 八 十 六 条 の 七 第 一 項 、 第 九 十 七 条 第 一 項 、 第 百 三 十 一 条 の 二 十 四 第 一 項

及 び 第 百 四 十 四 条 の 二 第 一 項 の 改 正 規 定 並 び に 附 則 第 十 二 条 の 九 第 二 項 及 び 第 十 四 条 の 二 第 二

項 の 改 正 規 定 並 び に 附 則 第 四 項 及 び 第 五 項 の 規 定 令 和 六 年 一 月 一 日

二 第 百 三 十 六 条 第 一 号 及 び 第 二 号 の 改 正 規 定 並 び に 附 則 第 十 二 条 の 八 第 三 項 を 削 る 改 正 規 定 及

び 附 則 第 十 三 条 第 一 項 第 二 号 の 改 正 規 定 並 び に 附 則 第 六 項 の 規 定 令 和 七 年 四 月 一 日

三 第 百 二 十 五 条 に 一 項 を 加 え る 改 正 規 定 、 第 百 二 十 八 条 の 次 に 一 条 を 加 え る 改 正 規 定 及 び 第 百

三 十 一 条 の 十 九 に 一 項 を 加 え る 改 正 規 定 並 び に 附 則 第 十 二 条 の 四 第 一 項 の 改 正 規 定 、 同 条 第 六

項 の 改 正 規 定 及 び 同 項 を 同 条 第 七 項 と し 、 同 項 の 前 に 一 項 を 加 え る 改 正 規 定 並 び に 次 項 及 び 附

則 第 三 項 の 規 定 日 本 国 の 自 衛 隊 と オ ー ス ト ラ リ ア 国 防 軍 と の 間 に お け る 相 互 の ア ク セ ス 及 び

協 力 の 円 滑 化 に 関 す る 日 本 国 と オ ー ス ト ラ リ ア と の 間 の 協 定 の 効 力 発 生 の 日

（ 軽 油 引 取 税 に 関 す る 経 過 措 置 ）

２ 前 項 第 三 号 に 掲 げ る 規 定 に よ る 改 正 後 の 石 川 県 税 条 例 （ 次 項 に お い て 「 新 条 例 」 と い う 。 ） 第

百 二 十 五 条 第 四 項 及 び 第 百 二 十 八 条 の 二 の 規 定 は 、 同 号 に 掲 げ る 規 定 の 施 行 の 日 （ 次 項 に お い て

「 三 号 施 行 日 」 と い う 。 ） 以 後 の 軽 油 の 輸 入 及 び 軽 油 又 は 燃 料 炭 化 水 素 油 の 消 費 に 対 し て 課 す べ

き 軽 油 引 取 税 に つ い て 適 用 す る 。

３ 新 条 例 附 則 第 十 二 条 の 四 第 一 項 （ 同 項 の 表 第 二 号 に 係 る 部 分 に 限 る 。 ） 、 第 六 項 及 び 第 七 項 の 規

定 は 、 三 号 施 行 日 以 後 の 軽 油 の 引 取 り 及 び 譲 渡 に 対 し て 課 す べ き 軽 油 引 取 税 に つ い て 適 用 し 、 三

号 施 行 日 前 の 軽 油 の 引 取 り 及 び 譲 渡 に 対 し て 課 す る 軽 油 引 取 税 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。
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半 島 振 興 対 策 実 施 地 域 に お け る 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に

公 布 す る 。

　 　
令 和 五 年 七 月 五 日

石 川 県 知 事

　 　
馳

　 　 　 　 　 　 　 　
浩

　

石 川 県 条 例 第 二 十 二 号
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（１５）

（ 半 島 振 興 対 策 実 施 地 域 に お け る 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 半 島 振 興 対 策 実 施 地 域 に お け る 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 六 十 一 年 石 川 県 条 例

第 五 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 中 「 又 は 設 備 」 の 下 に 「 （ 同 法 第 十 二 条 第 四 項 の 表 の 第 一 号 の 上 欄 又 は 第 四 十 五 条 第 三

項 の 表 の 第 一 号 の 上 欄 に 掲 げ る 地 区 内 に お い て 営 む 当 該 事 業 の 用 に 供 す る 施 設 又 は 設 備 を 除

く 。 ） 」 を 加 え 、 「 令 和 五 年 三 月 三 十 一 日 」 を 「 令 和 七 年 三 月 三 十 一 日 」 に 改 め る 。

（ 原 子 力 発 電 施 設 等 立 地 地 域 に お け る 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 原 子 力 発 電 施 設 等 立 地 地 域 に お け る 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 五 年 石 川 県 条

例 第 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 中 「 令 和 五 年 三 月 三 十 一 日 」 を 「 令 和 七 年 三 月 三 十 一 日 」 に 改 め る 。

（ 地 域 経 済 牽 引 事 業 の 促 進 の た め の 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 三 条 地 域 経 済 牽 引 事 業 の 促 進 の た め の 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 （ 平 成 二 十 年 石 川 県 条 例

第 二 十 七 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 中 「 平 成 三 十 一 年 三 月 三 十 一 日 」 を 「 令 和 七 年 三 月 三 十 一 日 」 に 、 「 令 和 五 年 三 月 三 十

一 日 ま で 」 を 「 令 和 七 年 三 月 三 十 一 日 （ 法 第 四 条 第 二 項 第 十 号 に 掲 げ る 計 画 期 間 の 末 日 が 同 月 三

十 一 日 前 で あ る 場 合 は 、 当 該 計 画 期 間 の 末 日 ） ま で の 間 」 に 改 め る 。

（ 過 疎 地 域 の 持 続 的 発 展 の 支 援 の た め の 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 四 条 過 疎 地 域 の 持 続 的 発 展 の 支 援 の た め の 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 （ 令 和 三 年 石 川 県 条

例 第 二 十 七 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 一 条 中 「 第 六 条 の 三 第 十 四 項 」 を 「 第 六 条 の 三 第 十 九 項 」 に 改 め る 。

（ 石 川 県 核 燃 料 税 条 例 の 一 部 改 正 ）

議 案 第 四 号

半 島 振 興 対 策 実 施 地 域 に お け る 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 等 の 一 部

を 改 正 す る 条 例 に つ い て

半 島 振 興 対 策 実 施 地 域 に お け る 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ

う に 制 定 す る 。

令 和 五 年 六 月 十 三 日 提 出

石 川 県 知 事 馳 浩

半 島 振 興 対 策 実 施 地 域 に お け る 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条

例
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案
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例
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例

に
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（１４）

（ 自 動 車 税 に 関 す る 経 過 措 置 ）

４ 附 則 第 一 項 第 一 号 に 掲 げ る 規 定 に よ る 改 正 後 の 石 川 県 税 条 例 （ 次 項 に お い て 「 六 年 新 条 例 」 と

い う 。 ） 附 則 第 十 二 条 の 九 第 二 項 の 規 定 は 、 同 号 に 掲 げ る 規 定 の 施 行 の 日 （ 以 下 こ の 項 及 び 次 項

に お い て 「 一 号 施 行 日 」 と い う 。 ） 以 後 に 取 得 さ れ た 自 動 車 に 対 し て 課 す べ き 自 動 車 税 の 環 境 性

能 割 に つ い て 適 用 し 、 一 号 施 行 日 前 に 取 得 さ れ た 自 動 車 に 対 し て 課 す る 自 動 車 税 の 環 境 性 能 割 に

つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

５ 六 年 新 条 例 附 則 第 十 四 条 の 二 第 二 項 の 規 定 は 、 令 和 五 年 度 分 の 一 号 施 行 日 以 後 に 納 税 義 務 が 発

生 し た 者 に 課 す る 自 動 車 税 の 種 別 割 及 び 令 和 六 年 度 以 後 の 年 度 分 の 自 動 車 税 の 種 別 割 に つ い て 適

用 し 、 令 和 五 年 度 分 ま で の 一 号 施 行 日 前 に 納 税 義 務 が 発 生 し た 者 に 課 す る 自 動 車 税 の 種 別 割 に つ

い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

６ 附 則 第 一 項 第 二 号 に 掲 げ る 規 定 に よ る 改 正 後 の 石 川 県 税 条 例 第 百 三 十 六 条 及 び 附 則 第 十 二 条 の

八 の 規 定 は 、 同 号 に 掲 げ る 規 定 の 施 行 の 日 以 後 に 取 得 さ れ た 自 動 車 に 対 し て 課 す べ き 自 動 車 税 の

環 境 性 能 割 に つ い て 適 用 し 、 同 日 前 に 取 得 さ れ た 自 動 車 に 対 し て 課 す る 自 動 車 税 の 環 境 性 能 割 に

つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

提 案 理 由

地 方 税 法 の 一 部 改 正 に 伴 い 、 燃 費 性 能 及 び 排 出 ガ ス 性 能 に 係 る 不 正 行 為 を 行 っ た 自 動 車 メ ー カ ー

に 自 動 車 税 の 納 税 義 務 を 負 わ せ る 特 例 措 置 の 見 直 し 等 を 行 う 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提

出 す る 理 由 で あ る 。
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（１３）

附 則 第 十 二 条 の 四 第 六 項 中 「 前 二 項 」 を 「 前 三 項 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 七 項 と し 、 同 項 の 前 に

次 の 一 項 を 加 え る 。

６ 第 一 項 の 表 第 一 号 に 掲 げ る 軽 油 の 引 取 り を 行 つ た オ ー ス ト ラ リ ア 軍 隊 の 船 舶 の 使 用 者 が 、 令 和

六 年 三 月 三 十 一 日 ま で に 当 該 引 取 り に 係 る 軽 油 を 自 衛 隊 に 譲 渡 す る 場 合 に は 、 当 該 軽 油 の 譲 渡 に

つ い て は 、 第 三 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え ら れ た 第 百 二 十 五 条 第 一 項 （ 第 三 号 に 係 る 部 分 に 限

る 。 ） 及 び 同 条 第 三 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 軽 油 引 取 税 を 課 さ な い も の と す る 。

附 則 第 十 二 条 の 八 第 三 項 を 削 る 。

附 則 第 十 二 条 の 九 第 二 項 中 「 百 分 の 十 」 を 「 百 分 の 三 十 五 」 に 改 め る 。

附 則 第 十 三 条 第 一 項 第 二 号 中 「 軽 油 自 動 車 」 を 「 法 第 百 四 十 九 条 第 一 項 第 六 号 に 規 定 す る 軽 油 自

動 車 （ 第 三 項 第 六 号 及 び 第 四 項 第 三 号 に お い て 「 軽 油 自 動 車 」 と い う 。 ） 」 に 改 め る 。

附 則 第 十 四 条 の 二 第 二 項 中 「 百 分 の 十 」 を 「 百 分 の 三 十 五 」 に 改 め る 。

附 則

（ 施 行 期 日 ）

１ こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 規 定 は 、 当 該 各 号 に 定 め る 日

か ら 施 行 す る 。

一 第 四 十 七 条 、 第 五 十 四 条 の 七 第 一 項 、 第 五 十 四 条 の 十 四 第 一 項 、 第 五 十 四 条 の 二 十 第 一 項 、

第 六 十 一 条 第 一 項 、 第 八 十 六 条 の 七 第 一 項 、 第 九 十 七 条 第 一 項 、 第 百 三 十 一 条 の 二 十 四 第 一 項

及 び 第 百 四 十 四 条 の 二 第 一 項 の 改 正 規 定 並 び に 附 則 第 十 二 条 の 九 第 二 項 及 び 第 十 四 条 の 二 第 二

項 の 改 正 規 定 並 び に 附 則 第 四 項 及 び 第 五 項 の 規 定 令 和 六 年 一 月 一 日

二 第 百 三 十 六 条 第 一 号 及 び 第 二 号 の 改 正 規 定 並 び に 附 則 第 十 二 条 の 八 第 三 項 を 削 る 改 正 規 定 及

び 附 則 第 十 三 条 第 一 項 第 二 号 の 改 正 規 定 並 び に 附 則 第 六 項 の 規 定 令 和 七 年 四 月 一 日

三 第 百 二 十 五 条 に 一 項 を 加 え る 改 正 規 定 、 第 百 二 十 八 条 の 次 に 一 条 を 加 え る 改 正 規 定 及 び 第 百

三 十 一 条 の 十 九 に 一 項 を 加 え る 改 正 規 定 並 び に 附 則 第 十 二 条 の 四 第 一 項 の 改 正 規 定 、 同 条 第 六

項 の 改 正 規 定 及 び 同 項 を 同 条 第 七 項 と し 、 同 項 の 前 に 一 項 を 加 え る 改 正 規 定 並 び に 次 項 及 び 附

則 第 三 項 の 規 定 日 本 国 の 自 衛 隊 と オ ー ス ト ラ リ ア 国 防 軍 と の 間 に お け る 相 互 の ア ク セ ス 及 び

協 力 の 円 滑 化 に 関 す る 日 本 国 と オ ー ス ト ラ リ ア と の 間 の 協 定 の 効 力 発 生 の 日

（ 軽 油 引 取 税 に 関 す る 経 過 措 置 ）

２ 前 項 第 三 号 に 掲 げ る 規 定 に よ る 改 正 後 の 石 川 県 税 条 例 （ 次 項 に お い て 「 新 条 例 」 と い う 。 ） 第

百 二 十 五 条 第 四 項 及 び 第 百 二 十 八 条 の 二 の 規 定 は 、 同 号 に 掲 げ る 規 定 の 施 行 の 日 （ 次 項 に お い て

「 三 号 施 行 日 」 と い う 。 ） 以 後 の 軽 油 の 輸 入 及 び 軽 油 又 は 燃 料 炭 化 水 素 油 の 消 費 に 対 し て 課 す べ

き 軽 油 引 取 税 に つ い て 適 用 す る 。

３ 新 条 例 附 則 第 十 二 条 の 四 第 一 項 （ 同 項 の 表 第 二 号 に 係 る 部 分 に 限 る 。 ） 、 第 六 項 及 び 第 七 項 の 規

定 は 、 三 号 施 行 日 以 後 の 軽 油 の 引 取 り 及 び 譲 渡 に 対 し て 課 す べ き 軽 油 引 取 税 に つ い て 適 用 し 、 三

号 施 行 日 前 の 軽 油 の 引 取 り 及 び 譲 渡 に 対 し て 課 す る 軽 油 引 取 税 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。
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（１５）

（ 半 島 振 興 対 策 実 施 地 域 に お け る 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 半 島 振 興 対 策 実 施 地 域 に お け る 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 六 十 一 年 石 川 県 条 例

第 五 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 中 「 又 は 設 備 」 の 下 に 「 （ 同 法 第 十 二 条 第 四 項 の 表 の 第 一 号 の 上 欄 又 は 第 四 十 五 条 第 三

項 の 表 の 第 一 号 の 上 欄 に 掲 げ る 地 区 内 に お い て 営 む 当 該 事 業 の 用 に 供 す る 施 設 又 は 設 備 を 除

く 。 ） 」 を 加 え 、 「 令 和 五 年 三 月 三 十 一 日 」 を 「 令 和 七 年 三 月 三 十 一 日 」 に 改 め る 。

（ 原 子 力 発 電 施 設 等 立 地 地 域 に お け る 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 原 子 力 発 電 施 設 等 立 地 地 域 に お け る 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 五 年 石 川 県 条

例 第 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 中 「 令 和 五 年 三 月 三 十 一 日 」 を 「 令 和 七 年 三 月 三 十 一 日 」 に 改 め る 。

（ 地 域 経 済 牽 引 事 業 の 促 進 の た め の 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 三 条 地 域 経 済 牽 引 事 業 の 促 進 の た め の 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 （ 平 成 二 十 年 石 川 県 条 例

第 二 十 七 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 中 「 平 成 三 十 一 年 三 月 三 十 一 日 」 を 「 令 和 七 年 三 月 三 十 一 日 」 に 、 「 令 和 五 年 三 月 三 十

一 日 ま で 」 を 「 令 和 七 年 三 月 三 十 一 日 （ 法 第 四 条 第 二 項 第 十 号 に 掲 げ る 計 画 期 間 の 末 日 が 同 月 三

十 一 日 前 で あ る 場 合 は 、 当 該 計 画 期 間 の 末 日 ） ま で の 間 」 に 改 め る 。

（ 過 疎 地 域 の 持 続 的 発 展 の 支 援 の た め の 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 四 条 過 疎 地 域 の 持 続 的 発 展 の 支 援 の た め の 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 （ 令 和 三 年 石 川 県 条

例 第 二 十 七 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 一 条 中 「 第 六 条 の 三 第 十 四 項 」 を 「 第 六 条 の 三 第 十 九 項 」 に 改 め る 。

（ 石 川 県 核 燃 料 税 条 例 の 一 部 改 正 ）

議 案 第 四 号

半 島 振 興 対 策 実 施 地 域 に お け る 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 等 の 一 部

を 改 正 す る 条 例 に つ い て

半 島 振 興 対 策 実 施 地 域 に お け る 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ

う に 制 定 す る 。

令 和 五 年 六 月 十 三 日 提 出

石 川 県 知 事 馳 浩

半 島 振 興 対 策 実 施 地 域 に お け る 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条
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（１６）

第 五 条 石 川 県 核 燃 料 税 条 例 （ 令 和 四 年 石 川 県 条 例 第 二 十 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 十 一 条 中 「 第 二 百 七 十 八 条 第 六 項 」 を 「 第 二 百 七 十 八 条 第 七 項 」 に 改 め る 。

附 則

（ 施 行 期 日 等 ）

１ こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 五 条 の 規 定 は 、 令 和 六 年 一 月 一 日 か ら 施 行 す

る 。

２ 第 一 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 半 島 振 興 対 策 実 施 地 域 に お け る 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 第

二 条 、 第 二 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 原 子 力 発 電 施 設 等 立 地 地 域 に お け る 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す

る 条 例 第 二 条 及 び 第 三 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 地 域 経 済 牽 引 事 業 の 促 進 の た め の 県 税 の 課 税 の 特

例 に 関 す る 条 例 第 二 条 の 規 定 は 、 令 和 五 年 四 月 一 日 か ら 適 用 す る 。

（ 経 過 措 置 ）

３ 第 一 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 半 島 振 興 対 策 実 施 地 域 に お け る 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 第

二 条 の 規 定 は 、 令 和 五 年 四 月 一 日 以 後 に 同 条 に 規 定 す る 特 別 償 却 設 備 を 新 設 し 、 又 は 増 設 す る 者

に つ い て 適 用 し 、 同 日 前 に 第 一 条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 半 島 振 興 対 策 実 施 地 域 に お け る 県 税 の 課

税 の 特 例 に 関 す る 条 例 第 二 条 に 規 定 す る 特 別 償 却 設 備 を 新 設 し 、 又 は 増 設 し た 者 に つ い て は 、 な

お 従 前 の 例 に よ る 。

提 案 理 由

半 島 振 興 法 第 十 七 条 の 地 方 税 の 不 均 一 課 税 に 伴 う 措 置 が 適 用 さ れ る 場 合 等 を 定 め る 省 令 等 の 一 部

改 正 に 伴 い 、 県 税 の 課 税 の 特 例 措 置 の 適 用 期 限 の 延 長 等 を 行 う 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を

提 出 す る 理 由 で あ る 。
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こ ど も 家 庭 庁 設 置 法 の 施 行 に 伴 う 関 係 法 律 の 整 備 に 関 す る 法 律 等 の 施 行 に 伴 う 関 係 条 例 の 整 理 に

関 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　 　
令 和 五 年 七 月 五 日

石 川 県 知 事

　 　
馳

　 　 　 　 　 　 　 　
浩
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（１８）

第 二 条 第 三 号 中 「 厚 生 労 働 大 臣 」 を 「 主 務 大 臣 」 に 改 め る 。

（ 石 川 県 立 保 育 専 門 学 園 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 五 条 石 川 県 立 保 育 専 門 学 園 条 例 （ 昭 和 三 十 九 年 石 川 県 条 例 第 三 十 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改

正 す る 。

第 十 条 第 二 項 第 一 号 中 「 第 十 九 条 第 一 項 第 一 号 」 を 「 第 十 九 条 第 一 号 」 に 改 め 、 同 項 第 二 号 中

「 第 十 九 条 第 一 項 第 二 号 」 を 「 第 十 九 条 第 二 号 」 に 改 め る 。

（ 児 童 福 祉 施 設 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 六 条 児 童 福 祉 施 設 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 （ 平 成 二 十 四 年 石 川 県 条 例 第 六 十

二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 十 八 条 第 一 項 中 「 、 厚 生 労 働 大 臣 」 を 「 、 こ ど も 家 庭 庁 長 官 」 に 改 め 、 同 項 第 四 号 及 び 同

条 第 二 項 中 「 厚 生 労 働 大 臣 」 を 「 こ ど も 家 庭 庁 長 官 」 に 改 め る 。

第 三 十 六 条 第 一 項 中 「 、 厚 生 労 働 大 臣 」 を 「 、 こ ど も 家 庭 庁 長 官 」 に 改 め 、 同 項 第 四 号 及 び 同

条 第 二 項 中 「 厚 生 労 働 大 臣 」 を 「 こ ど も 家 庭 庁 長 官 」 に 改 め る 。

第 四 十 七 条 中 「 厚 生 労 働 大 臣 」 を 「 内 閣 総 理 大 臣 」 に 改 め る 。

第 五 十 九 条 第 一 項 中 「 、 厚 生 労 働 大 臣 」 を 「 、 こ ど も 家 庭 庁 長 官 」 に 改 め 、 同 項 第 四 号 及 び 同

条 第 二 項 中 「 厚 生 労 働 大 臣 」 を 「 こ ど も 家 庭 庁 長 官 」 に 改 め る 。

第 八 十 二 条 第 一 項 中 「 厚 生 労 働 大 臣 」 を 「 こ ど も 家 庭 庁 長 官 」 に 改 め 、 同 条 第 七 項 中 「 通 所 」

を 「 入 所 」 に 改 め る 。

第 八 十 八 条 第 二 項 中 「 通 所 」 を 「 入 所 」 に 改 め る 。

第 九 十 三 条 第 一 項 中 「 、 厚 生 労 働 大 臣 」 を 「 、 こ ど も 家 庭 庁 長 官 」 に 改 め 、 同 項 第 四 号 及 び 同

条 第 二 項 中 「 厚 生 労 働 大 臣 」 を 「 こ ど も 家 庭 庁 長 官 」 に 改 め る 。

第 百 一 条 第 一 項 中 「 厚 生 労 働 省 組 織 規 則 （ 平 成 十 三 年 厚 生 労 働 省 令 第 一 号 ） 第 六 百 二 十 二 条 に

規 定 す る 児 童 自 立 支 援 専 門 員 養 成 所 （ 以 下 「 養 成 所 」 を 「 こ ど も 家 庭 庁 組 織 規 則 （ 令 和 五 年 内 閣

府 令 第 三 十 八 号 ） 第 十 六 条 に 規 定 す る 人 材 育 成 セ ン タ ー （ 以 下 こ の 項 に お い て 「 人 材 育 成 セ ン

タ ー 」 に 改 め 、 同 項 第 三 号 及 び 第 四 号 中 「 養 成 所 」 を 「 人 材 育 成 セ ン タ ー 」 に 改 め 、 同 条 第 二 項

中 「 厚 生 労 働 大 臣 」 を 「 こ ど も 家 庭 庁 長 官 」 に 改 め る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

こ ど も 家 庭 庁 設 置 法 の 施 行 に 伴 う 関 係 法 律 の 整 備 に 関 す る 法 律 等 の 施 行 に 伴 い 、 関 係 条 例 の 規 定

を 整 理 す る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。
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（１６）

第 五 条 石 川 県 核 燃 料 税 条 例 （ 令 和 四 年 石 川 県 条 例 第 二 十 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 十 一 条 中 「 第 二 百 七 十 八 条 第 六 項 」 を 「 第 二 百 七 十 八 条 第 七 項 」 に 改 め る 。

附 則

（ 施 行 期 日 等 ）

１ こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 五 条 の 規 定 は 、 令 和 六 年 一 月 一 日 か ら 施 行 す

る 。

２ 第 一 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 半 島 振 興 対 策 実 施 地 域 に お け る 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 第

二 条 、 第 二 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 原 子 力 発 電 施 設 等 立 地 地 域 に お け る 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す

る 条 例 第 二 条 及 び 第 三 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 地 域 経 済 牽 引 事 業 の 促 進 の た め の 県 税 の 課 税 の 特

例 に 関 す る 条 例 第 二 条 の 規 定 は 、 令 和 五 年 四 月 一 日 か ら 適 用 す る 。

（ 経 過 措 置 ）

３ 第 一 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 半 島 振 興 対 策 実 施 地 域 に お け る 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 第

二 条 の 規 定 は 、 令 和 五 年 四 月 一 日 以 後 に 同 条 に 規 定 す る 特 別 償 却 設 備 を 新 設 し 、 又 は 増 設 す る 者

に つ い て 適 用 し 、 同 日 前 に 第 一 条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 半 島 振 興 対 策 実 施 地 域 に お け る 県 税 の 課

税 の 特 例 に 関 す る 条 例 第 二 条 に 規 定 す る 特 別 償 却 設 備 を 新 設 し 、 又 は 増 設 し た 者 に つ い て は 、 な

お 従 前 の 例 に よ る 。

提 案 理 由

半 島 振 興 法 第 十 七 条 の 地 方 税 の 不 均 一 課 税 に 伴 う 措 置 が 適 用 さ れ る 場 合 等 を 定 め る 省 令 等 の 一 部

改 正 に 伴 い 、 県 税 の 課 税 の 特 例 措 置 の 適 用 期 限 の 延 長 等 を 行 う 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を

提 出 す る 理 由 で あ る 。
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（１７）

（ 石 川 県 障 害 者 支 援 施 設 等 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 石 川 県 障 害 者 支 援 施 設 等 条 例 （ 平 成 二 十 四 年 石 川 県 条 例 第 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改

正 す る 。

第 三 条 第 二 項 中 「 第 二 十 九 条 第 三 項 第 一 号 に 規 定 す る 厚 生 労 働 大 臣 」 を 「 第 二 十 九 条 第 三 項 第

一 号 に 規 定 す る 主 務 大 臣 」 に 、 「 第 二 十 四 条 の 二 第 二 項 第 一 号 に 規 定 す る 厚 生 労 働 大 臣 」 を 「 第

二 十 四 条 の 二 第 二 項 第 一 号 に 規 定 す る 内 閣 総 理 大 臣 」 に 改 め る 。

（ 指 定 障 害 児 通 所 支 援 の 事 業 等 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 等 を 定 め る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 指 定 障 害 児 通 所 支 援 の 事 業 等 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 等 を 定 め る 条 例 （ 平 成 二

十 四 年 石 川 県 条 例 第 五 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 六 条 第 二 項 及 び 第 九 十 二 条 第 五 項 中 「 厚 生 労 働 大 臣 」 を 「 こ ど も 家 庭 庁 長 官 」 に 改 め る 。

（ 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス の 事 業 等 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 等 を 定 め る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 三 条 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス の 事 業 等 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 等 を 定 め る 条 例 （ 平 成

二 十 四 年 石 川 県 条 例 第 五 十 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 第 二 号 及 び 第 三 号 、 第 五 十 六 条 第 二 項 並 び に 第 五 十 七 条 中 「 厚 生 労 働 大 臣 」 を 「 主 務 大

臣 」 に 改 め る 。

附 則 第 七 項 及 び 第 八 項 中 「 障 害 支 援 区 分 に 係 る 市 町 村 審 査 会 に よ る 審 査 及 び 判 定 の 基 準 等 に 関

す る 省 令 」 を 「 障 害 支 援 区 分 に 係 る 市 町 村 審 査 会 に よ る 審 査 及 び 判 定 の 基 準 等 に 関 す る 命 令 」 に

改 め る 。

（ 指 定 障 害 者 支 援 施 設 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 等 を 定 め る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 四 条 指 定 障 害 者 支 援 施 設 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 等 を 定 め る 条 例 （ 平 成 二 十 四 年 石

川 県 条 例 第 五 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

議 案 第 五 号

こ ど も 家 庭 庁 設 置 法 の 施 行 に 伴 う 関 係 法 律 の 整 備 に 関 す る 法 律 等 の 施 行

に 伴 う 関 係 条 例 の 整 理 に 関 す る 条 例 に つ い て

こ ど も 家 庭 庁 設 置 法 の 施 行 に 伴 う 関 係 法 律 の 整 備 に 関 す る 法 律 等 の 施 行 に 伴 う 関 係 条 例 の 整 理 に

関 す る 条 例 を 次 の よ う に 制 定 す る 。

令 和 五 年 六 月 十 三 日 提 出

石 川 県 知 事 馳 浩

こ ど も 家 庭 庁 設 置 法 の 施 行 に 伴 う 関 係 法 律 の 整 備 に 関 す る 法 律 等 の 施 行 に 伴 う 関 係 条

例 の 整 理 に 関 す る 条 例
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こ ど も 家 庭 庁 設 置 法 の 施 行 に 伴 う 関 係 法 律 の 整 備 に 関 す る 法 律 等 の 施 行 に 伴 う 関 係 条 例 の 整 理 に

関 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　 　
令 和 五 年 七 月 五 日

石 川 県 知 事

　 　
馳

　 　 　 　 　 　 　 　
浩
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（１８）

第 二 条 第 三 号 中 「 厚 生 労 働 大 臣 」 を 「 主 務 大 臣 」 に 改 め る 。

（ 石 川 県 立 保 育 専 門 学 園 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 五 条 石 川 県 立 保 育 専 門 学 園 条 例 （ 昭 和 三 十 九 年 石 川 県 条 例 第 三 十 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改

正 す る 。

第 十 条 第 二 項 第 一 号 中 「 第 十 九 条 第 一 項 第 一 号 」 を 「 第 十 九 条 第 一 号 」 に 改 め 、 同 項 第 二 号 中

「 第 十 九 条 第 一 項 第 二 号 」 を 「 第 十 九 条 第 二 号 」 に 改 め る 。

（ 児 童 福 祉 施 設 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 六 条 児 童 福 祉 施 設 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 （ 平 成 二 十 四 年 石 川 県 条 例 第 六 十

二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 十 八 条 第 一 項 中 「 、 厚 生 労 働 大 臣 」 を 「 、 こ ど も 家 庭 庁 長 官 」 に 改 め 、 同 項 第 四 号 及 び 同

条 第 二 項 中 「 厚 生 労 働 大 臣 」 を 「 こ ど も 家 庭 庁 長 官 」 に 改 め る 。

第 三 十 六 条 第 一 項 中 「 、 厚 生 労 働 大 臣 」 を 「 、 こ ど も 家 庭 庁 長 官 」 に 改 め 、 同 項 第 四 号 及 び 同

条 第 二 項 中 「 厚 生 労 働 大 臣 」 を 「 こ ど も 家 庭 庁 長 官 」 に 改 め る 。

第 四 十 七 条 中 「 厚 生 労 働 大 臣 」 を 「 内 閣 総 理 大 臣 」 に 改 め る 。

第 五 十 九 条 第 一 項 中 「 、 厚 生 労 働 大 臣 」 を 「 、 こ ど も 家 庭 庁 長 官 」 に 改 め 、 同 項 第 四 号 及 び 同

条 第 二 項 中 「 厚 生 労 働 大 臣 」 を 「 こ ど も 家 庭 庁 長 官 」 に 改 め る 。

第 八 十 二 条 第 一 項 中 「 厚 生 労 働 大 臣 」 を 「 こ ど も 家 庭 庁 長 官 」 に 改 め 、 同 条 第 七 項 中 「 通 所 」

を 「 入 所 」 に 改 め る 。

第 八 十 八 条 第 二 項 中 「 通 所 」 を 「 入 所 」 に 改 め る 。

第 九 十 三 条 第 一 項 中 「 、 厚 生 労 働 大 臣 」 を 「 、 こ ど も 家 庭 庁 長 官 」 に 改 め 、 同 項 第 四 号 及 び 同

条 第 二 項 中 「 厚 生 労 働 大 臣 」 を 「 こ ど も 家 庭 庁 長 官 」 に 改 め る 。

第 百 一 条 第 一 項 中 「 厚 生 労 働 省 組 織 規 則 （ 平 成 十 三 年 厚 生 労 働 省 令 第 一 号 ） 第 六 百 二 十 二 条 に

規 定 す る 児 童 自 立 支 援 専 門 員 養 成 所 （ 以 下 「 養 成 所 」 を 「 こ ど も 家 庭 庁 組 織 規 則 （ 令 和 五 年 内 閣

府 令 第 三 十 八 号 ） 第 十 六 条 に 規 定 す る 人 材 育 成 セ ン タ ー （ 以 下 こ の 項 に お い て 「 人 材 育 成 セ ン

タ ー 」 に 改 め 、 同 項 第 三 号 及 び 第 四 号 中 「 養 成 所 」 を 「 人 材 育 成 セ ン タ ー 」 に 改 め 、 同 条 第 二 項

中 「 厚 生 労 働 大 臣 」 を 「 こ ど も 家 庭 庁 長 官 」 に 改 め る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

こ ど も 家 庭 庁 設 置 法 の 施 行 に 伴 う 関 係 法 律 の 整 備 に 関 す る 法 律 等 の 施 行 に 伴 い 、 関 係 条 例 の 規 定

を 整 理 す る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。
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（１６）

第 五 条 石 川 県 核 燃 料 税 条 例 （ 令 和 四 年 石 川 県 条 例 第 二 十 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 十 一 条 中 「 第 二 百 七 十 八 条 第 六 項 」 を 「 第 二 百 七 十 八 条 第 七 項 」 に 改 め る 。

附 則

（ 施 行 期 日 等 ）

１ こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 五 条 の 規 定 は 、 令 和 六 年 一 月 一 日 か ら 施 行 す

る 。

２ 第 一 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 半 島 振 興 対 策 実 施 地 域 に お け る 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 第

二 条 、 第 二 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 原 子 力 発 電 施 設 等 立 地 地 域 に お け る 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す

る 条 例 第 二 条 及 び 第 三 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 地 域 経 済 牽 引 事 業 の 促 進 の た め の 県 税 の 課 税 の 特

例 に 関 す る 条 例 第 二 条 の 規 定 は 、 令 和 五 年 四 月 一 日 か ら 適 用 す る 。

（ 経 過 措 置 ）

３ 第 一 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 半 島 振 興 対 策 実 施 地 域 に お け る 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 第

二 条 の 規 定 は 、 令 和 五 年 四 月 一 日 以 後 に 同 条 に 規 定 す る 特 別 償 却 設 備 を 新 設 し 、 又 は 増 設 す る 者

に つ い て 適 用 し 、 同 日 前 に 第 一 条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 半 島 振 興 対 策 実 施 地 域 に お け る 県 税 の 課

税 の 特 例 に 関 す る 条 例 第 二 条 に 規 定 す る 特 別 償 却 設 備 を 新 設 し 、 又 は 増 設 し た 者 に つ い て は 、 な

お 従 前 の 例 に よ る 。

提 案 理 由

半 島 振 興 法 第 十 七 条 の 地 方 税 の 不 均 一 課 税 に 伴 う 措 置 が 適 用 さ れ る 場 合 等 を 定 め る 省 令 等 の 一 部

改 正 に 伴 い 、 県 税 の 課 税 の 特 例 措 置 の 適 用 期 限 の 延 長 等 を 行 う 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を

提 出 す る 理 由 で あ る 。
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（１７）

（ 石 川 県 障 害 者 支 援 施 設 等 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 石 川 県 障 害 者 支 援 施 設 等 条 例 （ 平 成 二 十 四 年 石 川 県 条 例 第 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改

正 す る 。

第 三 条 第 二 項 中 「 第 二 十 九 条 第 三 項 第 一 号 に 規 定 す る 厚 生 労 働 大 臣 」 を 「 第 二 十 九 条 第 三 項 第

一 号 に 規 定 す る 主 務 大 臣 」 に 、 「 第 二 十 四 条 の 二 第 二 項 第 一 号 に 規 定 す る 厚 生 労 働 大 臣 」 を 「 第

二 十 四 条 の 二 第 二 項 第 一 号 に 規 定 す る 内 閣 総 理 大 臣 」 に 改 め る 。

（ 指 定 障 害 児 通 所 支 援 の 事 業 等 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 等 を 定 め る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 指 定 障 害 児 通 所 支 援 の 事 業 等 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 等 を 定 め る 条 例 （ 平 成 二

十 四 年 石 川 県 条 例 第 五 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 六 条 第 二 項 及 び 第 九 十 二 条 第 五 項 中 「 厚 生 労 働 大 臣 」 を 「 こ ど も 家 庭 庁 長 官 」 に 改 め る 。

（ 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス の 事 業 等 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 等 を 定 め る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 三 条 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス の 事 業 等 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 等 を 定 め る 条 例 （ 平 成

二 十 四 年 石 川 県 条 例 第 五 十 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 第 二 号 及 び 第 三 号 、 第 五 十 六 条 第 二 項 並 び に 第 五 十 七 条 中 「 厚 生 労 働 大 臣 」 を 「 主 務 大

臣 」 に 改 め る 。

附 則 第 七 項 及 び 第 八 項 中 「 障 害 支 援 区 分 に 係 る 市 町 村 審 査 会 に よ る 審 査 及 び 判 定 の 基 準 等 に 関

す る 省 令 」 を 「 障 害 支 援 区 分 に 係 る 市 町 村 審 査 会 に よ る 審 査 及 び 判 定 の 基 準 等 に 関 す る 命 令 」 に

改 め る 。

（ 指 定 障 害 者 支 援 施 設 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 等 を 定 め る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 四 条 指 定 障 害 者 支 援 施 設 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 等 を 定 め る 条 例 （ 平 成 二 十 四 年 石

川 県 条 例 第 五 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

議 案 第 五 号

こ ど も 家 庭 庁 設 置 法 の 施 行 に 伴 う 関 係 法 律 の 整 備 に 関 す る 法 律 等 の 施 行

に 伴 う 関 係 条 例 の 整 理 に 関 す る 条 例 に つ い て

こ ど も 家 庭 庁 設 置 法 の 施 行 に 伴 う 関 係 法 律 の 整 備 に 関 す る 法 律 等 の 施 行 に 伴 う 関 係 条 例 の 整 理 に

関 す る 条 例 を 次 の よ う に 制 定 す る 。

令 和 五 年 六 月 十 三 日 提 出

石 川 県 知 事 馳 浩

こ ど も 家 庭 庁 設 置 法 の 施 行 に 伴 う 関 係 法 律 の 整 備 に 関 す る 法 律 等 の 施 行 に 伴 う 関 係 条

例 の 整 理 に 関 す る 条 例
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職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　 　
令 和 五 年 七 月 五 日

石 川 県 知 事

　 　
馳

　 　 　 　 　 　 　 　
浩
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て

（１８）

第 二 条 第 三 号 中 「 厚 生 労 働 大 臣 」 を 「 主 務 大 臣 」 に 改 め る 。

（ 石 川 県 立 保 育 専 門 学 園 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 五 条 石 川 県 立 保 育 専 門 学 園 条 例 （ 昭 和 三 十 九 年 石 川 県 条 例 第 三 十 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改

正 す る 。

第 十 条 第 二 項 第 一 号 中 「 第 十 九 条 第 一 項 第 一 号 」 を 「 第 十 九 条 第 一 号 」 に 改 め 、 同 項 第 二 号 中

「 第 十 九 条 第 一 項 第 二 号 」 を 「 第 十 九 条 第 二 号 」 に 改 め る 。

（ 児 童 福 祉 施 設 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 六 条 児 童 福 祉 施 設 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 （ 平 成 二 十 四 年 石 川 県 条 例 第 六 十

二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 十 八 条 第 一 項 中 「 、 厚 生 労 働 大 臣 」 を 「 、 こ ど も 家 庭 庁 長 官 」 に 改 め 、 同 項 第 四 号 及 び 同

条 第 二 項 中 「 厚 生 労 働 大 臣 」 を 「 こ ど も 家 庭 庁 長 官 」 に 改 め る 。

第 三 十 六 条 第 一 項 中 「 、 厚 生 労 働 大 臣 」 を 「 、 こ ど も 家 庭 庁 長 官 」 に 改 め 、 同 項 第 四 号 及 び 同

条 第 二 項 中 「 厚 生 労 働 大 臣 」 を 「 こ ど も 家 庭 庁 長 官 」 に 改 め る 。

第 四 十 七 条 中 「 厚 生 労 働 大 臣 」 を 「 内 閣 総 理 大 臣 」 に 改 め る 。

第 五 十 九 条 第 一 項 中 「 、 厚 生 労 働 大 臣 」 を 「 、 こ ど も 家 庭 庁 長 官 」 に 改 め 、 同 項 第 四 号 及 び 同

条 第 二 項 中 「 厚 生 労 働 大 臣 」 を 「 こ ど も 家 庭 庁 長 官 」 に 改 め る 。

第 八 十 二 条 第 一 項 中 「 厚 生 労 働 大 臣 」 を 「 こ ど も 家 庭 庁 長 官 」 に 改 め 、 同 条 第 七 項 中 「 通 所 」

を 「 入 所 」 に 改 め る 。

第 八 十 八 条 第 二 項 中 「 通 所 」 を 「 入 所 」 に 改 め る 。

第 九 十 三 条 第 一 項 中 「 、 厚 生 労 働 大 臣 」 を 「 、 こ ど も 家 庭 庁 長 官 」 に 改 め 、 同 項 第 四 号 及 び 同

条 第 二 項 中 「 厚 生 労 働 大 臣 」 を 「 こ ど も 家 庭 庁 長 官 」 に 改 め る 。

第 百 一 条 第 一 項 中 「 厚 生 労 働 省 組 織 規 則 （ 平 成 十 三 年 厚 生 労 働 省 令 第 一 号 ） 第 六 百 二 十 二 条 に

規 定 す る 児 童 自 立 支 援 専 門 員 養 成 所 （ 以 下 「 養 成 所 」 を 「 こ ど も 家 庭 庁 組 織 規 則 （ 令 和 五 年 内 閣

府 令 第 三 十 八 号 ） 第 十 六 条 に 規 定 す る 人 材 育 成 セ ン タ ー （ 以 下 こ の 項 に お い て 「 人 材 育 成 セ ン

タ ー 」 に 改 め 、 同 項 第 三 号 及 び 第 四 号 中 「 養 成 所 」 を 「 人 材 育 成 セ ン タ ー 」 に 改 め 、 同 条 第 二 項

中 「 厚 生 労 働 大 臣 」 を 「 こ ど も 家 庭 庁 長 官 」 に 改 め る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

こ ど も 家 庭 庁 設 置 法 の 施 行 に 伴 う 関 係 法 律 の 整 備 に 関 す る 法 律 等 の 施 行 に 伴 い 、 関 係 条 例 の 規 定

を 整 理 す る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

議

案

第

八

号

職

員

の

特

殊

勤

務

手

当

に

関

す

る

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

に

つ

い

て

（２３）

職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 一 年 石 川 県 条 例 第 二 十 八 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改

正 す る 。

第 十 四 条 の 九 第 二 項 中 「 も の 」 の 下 に 「 並 び に 内 閣 総 理 大 臣 、 国 賓 等 の 身 辺 警 護 の 業 務 」 を 加 え

る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 し 、 改 正 後 の 職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 の 規 定 は 、 令 和 五

年 四 月 一 日 か ら 適 用 す る 。

提 案 理 由

職 員 の 勤 務 実 態 を 考 慮 し て 、 身 辺 警 衛 等 の 業 務 に 従 事 す る 警 察 職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 の 見 直 し を 行

う 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

議 案 第 八 号

職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 に つ い て

職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 制 定 す る 。

令 和 五 年 六 月 十 三 日 提 出

石 川 県 知 事 馳 浩

職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例



8 令和５年７月５日（水曜日） 号　　　　　外石　川　県　公　報

（１箇月2,350円送料とも） 発行人　〒920-8580　石川県金沢市鞍月１丁目１番地　　石　川　県
印刷所　〒921-8178　石川県金沢市寺地１丁目14番５号　㈲プランニング・エージ　TEL（076）274-2225

　
石 川 県 警 察 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　 　
令 和 五 年 七 月 五 日

石 川 県 知 事

　 　
馳

　 　 　 　 　 　 　 　
浩

　

石 川 県 条 例 第 二 十 五 号
議

案

第

九

号

石

川

県

警

察

関

係

手

数

料

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

に

つ

い

て

（２５）

石 川 県 警 察 関 係 手 数 料 条 例 （ 平 成 十 二 年 石 川 県 条 例 第 二 十 七 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 七 の 項

２
９

ヨ 中 「 第 百 八 条 の 二 第 一 項 第 十 五 号 」 の 下 に 「 又 は 第 十 六 号 」 を 加 え る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 令 和 五 年 七 月 一 日 又 は こ の 条 例 の 公 布 の 日 の い ず れ か 遅 い 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

道 路 交 通 法 の 一 部 改 正 に よ り 、 特 定 小 型 原 動 機 付 自 転 車 運 転 者 講 習 制 度 が 創 設 さ れ た こ と に 伴 い 、

新 た に 手 数 料 の 額 を 定 め る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

議 案 第 九 号

石 川 県 警 察 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 に つ い て

石 川 県 警 察 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 制 定 す る 。

令 和 五 年 六 月 十 三 日 提 出

石 川 県 知 事 馳 浩

石 川 県 警 察 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

議

案

第

八

号

職

員

の

特

殊

勤

務

手

当

に

関

す

る

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

に

つ

い

て

（２３）

職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 一 年 石 川 県 条 例 第 二 十 八 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改

正 す る 。

第 十 四 条 の 九 第 二 項 中 「 も の 」 の 下 に 「 並 び に 内 閣 総 理 大 臣 、 国 賓 等 の 身 辺 警 護 の 業 務 」 を 加 え

る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 し 、 改 正 後 の 職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 の 規 定 は 、 令 和 五

年 四 月 一 日 か ら 適 用 す る 。

提 案 理 由

職 員 の 勤 務 実 態 を 考 慮 し て 、 身 辺 警 衛 等 の 業 務 に 従 事 す る 警 察 職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 の 見 直 し を 行

う 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

議 案 第 八 号

職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 に つ い て

職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 制 定 す る 。

令 和 五 年 六 月 十 三 日 提 出

石 川 県 知 事 馳 浩

職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例


